
 

 

 

 

 

PDI ファーストステップガイド 

 

 

2025 年 2 月発行 

 

 

 



 

1 

はじめに 

このガイドは、PDI（Pentaho Data Integration）を初めて操作するときのガイドです。 

Pentaho 評価版のインストール方法、データ変換の作成および実行方法、画面上の部品の配置方法など PDI

の基本的な使い方を説明します。 

◼ 注意事項 

ご利用にあたっては、OS、Javaについての前提製品の必要知識を有する方を対象としています。 

本書内の画面などは、Pentaho ソフトウェア Ver10.2を使用しています。他バージョンでは、本書の内容と

異なる挙動を示すおそれがあることにご注意ください。 

製品の改良により予告なく記載されている仕様が変更になることがあります。 

◼ 輸出時の注意 

本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制並びに米国輸出管理規則など外国の輸出関連法

規をご確認の上、必要な手続きをお取りください。 

なお、不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。 

◼ 商標類 

HITACHIは，株式会社 日立製作所の商標または登録商標です。 

Excel、MicrosoftおよびWindowsは、マイクロソフト 企業グループの商標です。 

Oracle®、Java、MySQL及び NetSuiteは、Oracle、その子会社及び関連会社の米国及びその他の国におけ

る登録商標です。 

Pentahoは、Hitachi Vantara LLCの商標または登録商標です。 

その他記載の会社名，製品名などは，それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 

◼ 対象読者 

PDIを初めて操作する方を対象にしています。 

◼ 用語の定義 

本書で使用している用語を次の表に示します。 

用語 説明 

PDI Pentaho Data Integration（PDI）。 

各種データソースからデータウェアハウス、データマートを作成する際の、データ抽出・変換・集約・ロード

処理といった ETL処理（Extract, Transformation & Loading）のプログラムを開発する構築支援ツール。 

ステップ データベースやファイルなどの入出力、突き合わせや集計処理などのデータ加工を実行するアイコン。 
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用語 説明 

ホップ ステップ間を結ぶ線。 

ホップは、データの流れを表し、処理を視覚的に理解することができます。 

また、ホップはステップからステップへフィールド定義情報などを受け渡すことを表します。 

 
 

◼ KB（キロバイト）などの単位表記について 

1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ 1,024バイト，

1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。 

◼ 著作権 

All Rights Reserved. Copyright (C) 2025, Hitachi, Ltd. 
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1. Pentaho 評価版インストール 

この章では、Pentahoソフトウェア Ver10.2のサーバ・ワークステーション機能をMicrosoft Windowsにイ

ンストールする手順/設定手順について示します。 

 

注意事項 

• この章で示す Pentahoソフトウェア Ver10.2 評価版のインストール手順は、インストールをスムー

ズに実施することを目的としています。記載内容は日立での動作確認結果などの情報を基にした独

自内容になっています。 

• この章で示すインストール手順は、あくまでも動作させるための最低限の手順であり、これらの手

順によって、Pentahoソフトウェアの動作を保証するものではありません。機能の必要性に応じて、

設定や構成を変更する必要があります。 

• 記載内容に関するご質問、ご相談などは、受け付けておりません。 

 

1.1 事前準備 

1.1.1 実行ユーザの登録 

Pentahoソフトウェアのインストールの実行ユーザ（ユーザ名例：pentaho）を登録します。 

ユーザの追加は、スタートメニューの「すべて」－「Windows ツール」－「コンピューターの管理」で表示

される「コンピューターの管理」画面の「ローカルユーザーとグループ」から実施できます。また、同ユーザ

に管理者権限を付与してください。 

ユーザ名「pentaho」が追加された状態のプロパティ画面は次のようになります。 
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1.2 評価版インストール 

Pentahoソフトウェアのインストールを行います。実行は「1.1.1 実行ユーザの登録」で作成したユーザが行

います。 

Pentaho ソフトウェアには開発用コンポーネントとサーバ用コンポーネントがあり、評価版ではこれらを同

じ環境にインストールすることも、別々の環境にインストールすることもできます。 

なお、商用版では開発用コンポーネントとサーバ用コンポーネントとでサポートする OSが異なるため、開発

用コンポーネントとサーバ用コンポーネントは同一マシンにインストールできません。Pentaho ソフトウェ

アを評価する目的でのみインストールしてください。 

開発用コンポーネントとサーバ用コンポーネントについて次に示します。 

• 開発用コンポーネント 

データ変換定義やレポートの開発・デバッグツールのことで、クライアントマシンにインストール

して使用します。 

データ変換をお試しで使用する場合であれば、開発用コンポーネントのみのインストールで問題あ

りません。 

• サーバ用コンポーネント 

サーバマシン上でデータ変換の実行やレポートの作成を行うためのコンポーネントです。スケ

ジュール実行など Pentaho Serverの機能を使用したい場合にインストールします。 
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(1) インストーラの配備 
Pentaho ソフトウェアのインストーラをダウンロードし、Pentaho ソフトウェアを実行する環境に保存しま

す。 

 

 

(2) インストーラの起動 
Pentahoソフトウェアのインストーラをダブルクリックすると、Pentaho Business Analytics Installerが起

動します。 

 

 

［Next >］をクリックしてインストールを続行します。 
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[注意] 

次のようなユーザーアカウント制御のダイアログが表示されることがあります。［はい］をクリック

してインストールを続行してください。 

 

 

[注意] 

次のような Antivirusを無効化するダイアログが表示されることがあります。Antivirusを無効化してか

らインストールを続行してください。 

 

 

(3) 使用許諾の確認 
使用許諾を確認してください。使用許諾に合意する場合は［Accept］を選択し、［Next >］をクリックしてイ

ンストールを続行してください。 
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(4) インストールディレクトリの入力 
インストールディレクトリを入力します。 

次の例では「C:¥pent¥p102」と入力しています。パス長はこれより長くならないよう指定してください。入

力後、［Next >］をクリックしインストールを続行します。 
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(5) Repository用PostgreSQLの管理者パスワードの入力（サーバ用コンポー
ネントをインストールする場合のみ） 
［Password:］と［Confirm Password:］にパスワードを入力し、［Next >］をクリックしインストールを続行

します。 

 

 

(6) インストールオプションの選択 
開発用コンポーネントとサーバ用コンポーネントとを同じ環境にインストールするか、別の環境にインストー

ルするかを選択します。 

 注意 

商用版では開発用コンポーネントとサーバ用コンポーネントとでサポートする OSが異なりま

す。したがって、開発用コンポーネントとサーバ用コンポーネントを同一マシンにインストール

できません。Pentahoソフトウェアを評価する目的でのみインストールしてください。 

画面ではインストールオプションとして次のどちらかを選択してください。 

• 開発用コンポーネントとサーバ用コンポーネントの両方を一つの環境にインストールしたい場合 

「Keep it simple, Give me everything.」を選択してください。 

• 開発用コンポーネントとサーバ用コンポーネントをそれぞれ別の環境にインストールしたい場合 

「Let me decide for myself.」を選択してください。 
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選択後、［Next >］をクリックしてインストールを続行します。 

 

(7) インストールするコンポーネントの選択（「1.2(6) インストールオプショ
ンの選択」で「Let me decide for myself.」を選択した場合） 
開発用コンポーネントとサーバ用コンポーネントを別の環境にインストールする場合に、環境に応じて次のよ

うに選択してください。 

• 開発用コンポーネントのみインストールする場合 
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• サーバ用コンポーネントのみインストールする場合 

次に示す画面のとおりに設定してください。 
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(8) サンプルコンテンツのインストール（「1.2(6) インストールオプションの
選択」で「Let me decide for myself.」を選択しサーバ用コンポーネントをイ
ンストールする場合のみ） 
サンプルコンテンツをインストールするかどうかを指定します。 

このドキュメントではサンプルコンテンツを使用するため、サンプルコンテンツをインストールすることを示

す［Sure, give me my sample content.］を選択し、［Next >］をクリックしてインストールを続行します。 
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(9) 評価用ライセンスの有効化 
評価用ライセンスの有効化の設定を行います。 

Webアクセスにプロキシが必要な環境かどうかに応じて以下のようにします。 

• Webアクセスにプロキシを必要としない環境の場合 

開発元から提供されたアクティベーションＩＤを入力し、 [Next >]をクリックしてインストールを

続行します。（この場合、ライセンスはインストール処理中に自動で有効化されます） 

• Webアクセスにプロキシを必要とする環境の場合 

ここでは何も入力せずに [Next >]をクリックしてインストールを続行します。（この場合、ライセ

ンスは「1.2(12) 評価用ライセンスの手動有効化（「1.2(9) 評価用ライセンスの有効化」で「Webア

クセスにプロキシを必要とする環境の場合」を選択しプロキシ設定をする場合のみ）」にて手動で

有効化します） 
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(10) インストール実行 
インストールの実行準備ができましたので、［Next >］をクリックして、インストールを実行します。 

 

 

インストールの実行中は次に示す画面が表示されます。 
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(11) インストール完了 
ここではインストール後に起動したいプログラムを選択しますが、インストール後にも日本語環境向けの設定

が必要ですので、それぞれのチェックボックスをオフにします。 

• ［Pentaho User Console］     ：オフ（サーバ用コンポーネントをインストールした場合） 

• ［Pentaho Data Integration］   ：オフ（開発用コンポーネントをインストールした場合） 

［Finish］をクリックし、インストールを完了します。 

 

 

(12) 評価用ライセンスの手動有効化（「1.2(9) 評価用ライセンスの有効化」で
「Web アクセスにプロキシを必要とする環境の場合」を選択しプロキシ設定
をする場合のみ） 
評価用ライセンスを手動で有効化します。 

開発用コンポーネントとサーバ用コンポーネントのそれぞれの設定手順がありますので、両方実施してくださ

い。 

 

1. 開発用コンポーネントの評価用ライセンスの有効化 

① 以下のバッチファイルに対して、赤字で示した設定を追記します。 

ファイル：C:¥pent¥p102¥license-installer¥install-license.bat 
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箇所：69行目付近 

 

【認証なしプロキシの場合】 

call "%_PENTAHO_JAVA%" %LICENSE_PARAMETER% -DCONSOLE_HOME=. -

Dlog4j.configurationFil e=log4j2.xml -Dhttps.proxyHost=ホスト名/IP アドレス -Dhttps.proxyPort=

ポート番号 -cp %CLASSP ATH% com.pentaho.dsc.elm.ELMUserInstaller %CMD_LINE_ARGS% 

 

【認証ありプロキシの場合】 

call "%_PENTAHO_JAVA%" %LICENSE_PARAMETER% -DCONSOLE_HOME=. -

Dlog4j.configurationFile=log4j2.xml -Dhttps.proxyHost=ホスト名/IP アドレス  -Dhttps.proxyPort=

ポート番号 -Dhttps.proxyUser=ユーザ名 -Dhttps.proxyPassword=パスワード -cp %CLASSPATH% 

com.pentaho.dsc.elm.ELMUserInstaller %CMD_LINE_ARGS% 

 

※上記のホスト名/IPアドレス、ポート番号、ユーザ名、パスワードは以下に置き換えます。 

ホスト名/IPアドレス：プロキシサーバのホスト名または IPアドレス 

ポート番号：プロキシサーバのポート番号 

ユーザ名：プロキシサーバの認証ユーザ名 

パスワード：プロキシサーバの認証パスワード 

 

② ユーザー権限でコマンドプロンプトを起動します。 

③ カレントディレクトリを変更してライセンスインストーラを実行します。 ※xxxxxxxx の部分は開発元

から提供されたアクティベーション IDに置き換えます。 

 

④ 登 録 さ れ た ラ イ セ ン ス 情 報 が 表 示 さ れ る こ と を 確 認 し ま す 。

 

 

2. サーバ用コンポーネントの評価用ライセンスの有効化 

① 「4.1.1 停止」に従って Pentaho Serverを停止します。 

② 以下のファイルを開きます。 

C:¥pent¥p102¥server¥pentaho-server¥tomcat¥bin¥pentahoserverw.exe
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[注意] 

次のようなユーザーアカウント制御のダイアログが表示されることがあります。［はい］をクリッ

クしてインストールを続行してください。 

 

③ 出現したダイアログの「Java」タブを開き、「Java Options:」欄に以下の赤字の設定を追加して、［OK］

をクリックします。 

-Dhttps.proxyHost=ホスト名/IPアドレス 

-Dhttps.proxyPort=ポート番号 

-Dhttps.proxyUser=ユーザ名 

-Dhttps.proxyPassword=パスワード 

※上記のホスト名/IPアドレス、ポート番号、ユーザ名、パスワードは以下に置き換えます。 

ホスト名/IPアドレス：プロキシサーバのホスト名または IPアドレス 

ポート番号：プロキシサーバのポート番号 

ユーザ名：プロキシサーバの認証ユーザ名 

パスワード：プロキシサーバの認証パスワード 

 

④ 「4.1.2 起動」に従って Pentaho Serverを起動します。 

⑤ Pentaho User Consoleに adminユーザでログインします。 
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⚫ Pentaho User Consoleの URL 

http://localhost:8080/pentaho 

⚫ adminユーザのユーザ名 

admin 

⚫ adminユーザのパスワード 

password 

 

⑥ ホーム画面が表示されることを確認します。 

※正しく表示されない場合は、1. 開発用コンポーネントの評価用ライセンスの有効化を正しく実施でき

ているか、プロキシ設定が正しいかなどをご確認ください。 

 

  

http://localhost:8080/pentaho
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1.3 インストール後の設定 

この節では、Windows環境にインストールした Pentahoソフトウェアの起動に必要な設定の手順について示

します。 

[注意] 

編集には、改行コードの LF（ラインフィード）が編集できるテキストエディタが必要です。ご準備を

お願いします。 

1.3.1 Java のパスの設定 

システム環境変数 PENTAHO_JAVA_HOMEに Pentahoソフトウェア同梱の Javaのパスを設定します。 

 

① コマンドプロンプトを「管理者として実行」で起動します。  

② 以下のコマンドを実行します。(※インストールディレクトリが「C:¥pent¥p102」の場合) 

＞SETX /M PENTAHO_JAVA_HOME C:¥pent¥p102¥java 

 

※この手順はWorkstation に既存の Javaが存在しない場合を前提とします。Workstationに既存の Javaが

ある場合は、上記の設定に加え、システム環境変数 JAVA_HOME とシステム環境変数 PATH に設定済みの 

既存の Javaのパスを、Pentahoソフトウェア同梱の Javaのパスに変更します。 

 

1.3.2 開発用コンポーネントの設定 

それぞれのバッチファイルに対して、赤字および下線で示した設定を追記します。修正後のバッチファイルの

内容は、PCを再起動しなくても有効となります。 

(1) Aggregation Designer 
対象ファイル：C:¥pent¥p102¥design-tools¥aggregation-designer¥startaggregationdesigner.bat 

49行目付近 

"%_PENTAHO_JAVA%" -Dfile.encoding="UTF-8" %JAVA_ADD_OPENS% -jar "%~dp0lib¥pentaho-application-launcher-10.2.0.0-

222.jar" 

 

(2) Data Integration（Spoon） 
対象ファイル：C:¥pent¥p102¥design-tools¥data-integration¥Spoon.bat 

158行目付近 

if "%PENTAHO_DI_JAVA_OPTIONS%"=="" set PENTAHO_DI_JAVA_OPTIONS="-Xms1024m" "-Xmx2048m" "-Dfile.encoding=UTF-8" 

 

(3) Metadata Editor 
対象ファイル：C:¥pent¥p102¥design-tools¥metadata-editor¥metadata-editor.bat 

100行目付近 

if "%PENTAHO_JAVA_OPTIONS%"=="" set PENTAHO_JAVA_OPTIONS="-Xms1024m" "-Xmx2048m" "-Dfile.encoding=UTF-8" 
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(4) Report Designer 
対象ファイル：C:¥pent¥p102¥design-tools¥report-designer¥report-designer.bat 

64行目付近 

set OPT="-Dswing.useSystemFontSettings=false" "-Xms1024M" "-Xmx2048M" "-Dfile.encoding=UTF-8" 

 

(5) Schema Workbench 
対象ファイル：C:¥pent¥p102¥design-tools¥schema-workbench¥workbench.bat 

85行目付近 

"%_PENTAHO_JAVA%" -Xms1024m -Xmx2048m %JAVA_ADD_OPENS% %JAVA_LOCALE_COMPAT% -Dfile.encoding=UTF-

8 -cp "%CP%" -Dlog4j.configurationFile=file:///%ROOT%¥.schemaWorkbench¥log4j2.xml mondrian.gui.Workbench 
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2. PDI を使用する 

PDIの起動方法や画面構成、簡単な使用方法を説明します。 

 

2.1 PDI の紹介 

Pentaho Data Integration（PDI）は、各種データソースからデータウェアハウス、データマートを作成する

際の、データ抽出・変換・集約・ロード処理といった ETL処理（Extract, Transformation & Loading）のプ

ログラムを開発する構築支援ツールです。PDIは、GUIによるプログラムレスでのビジュアル開発によって、

高生産性、高品質なデータウェアハウスの構築を可能とします。 

 

2.2 PDI（Spoon）を起動する 

以降で説明するデータ変換や加工などを実施するには、PDIが提供する GUI（Spoon）を最初に起動する必要

があります。 

PDIを起動するユーザに管理者権限があるかどうかで起動方法が異なります。 

なお、初回起動時は初期化処理のため 10分程度掛かることがあります。 

• 管理者権限のあるユーザの場合 

起動するユーザに管理者権限がある場合はスタートメニューから起動します。 

［スタートメニュー］－［すべて］－［Pentaho Enterprise Edition］－［Data Integration］で起動しま

す。 

 

 

• 一般ユーザの場合 
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C:¥pent¥p102¥design-tools¥data-integration¥Spoon.batをダブルクリックして、PDIを起動します。 

 

2.2.1 PDI の画面構成 

PDIの画面は次のとおりです。 

 

2.3 単純なデータ変換を作成する 

ここでは例として、サンプルコンテンツの CSVファイルを使った、単純なデータ変換の作成手順を示します。

CSVファイルを読み込んでそのまま Excelファイルに出力するデータ変換を作成します。 

2.3.1 新しいデータ変換定義画面を開く 

［ファイル］メニュー－［新規］－［データ変換］を選択して、新しいデータ変換定義画面を開きます。 

 

 

 

2.3.2 CSV ファイルを読み込む設定を追加する 

PDIに含まれるサンプルの CSVファイルを読み込むよう次の手順で設定します。 

1. 部品一覧の［入力］－［CSV入力］をキャンバスにドラッグ＆ドロップします。 

実行結果 実行時間や加工結果を確認する場所 

キャンバス 部品をつなげてデータ加工を定義する場所 
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2. ［CSV入力］ステップをダブルクリックし設定画面を開きます。 

 

3. 設定画面に次の内容を設定します。 

# 設定項目 設定内容 備考 

1 ファイル名 C:¥pent¥p102¥design-tools¥data-

integration¥samples¥transformations¥files¥sales_data.csv 

（上記のパスは、「1.2(4)インストールディレクトリ

の入力」でインストールディレクトリを

「C:¥pent¥p102」と指定した場合） 

サンプルの CSVファイルの格納場所をフルパス

で指定します。 

［参照］ボタンをクリックするとファイルダイ

アログから選択できます。 

2 データ型を

自動変換 

オフ データ型の変換を省略して性能向上を図る機能

です。後続処理でエラーになることがあるの

で、オフにすることをお勧めします。 

3 文字コード ISO-8859-1 左記のとおり指定してください。 

4 フィールド （［フィールドを取得］ボタンをクリックし、次に表

示されるダイアログで［OK］ボタンをクリックして

ください。） 

読み込むファイルの 1行目をフィールド名とし

て利用し、2行目以降のデータで型を推測しま

す。 

 

① クリック 

②ドラッグ＆ドロップ 

ダブルクリック 
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設定後の内容は次のとおりです。 

 

正しく読み込めるかどうかはプレビュー画面で確認できます。確認手順を次に示します。 

1. ［プレビュー］ボタンをクリックします。 
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2. プレビューする行数をダイアログに入力して［OK］ボタンをクリックすると、次のようなプレ

ビュー画面が表示されます。 

 

3. 表示されたプレビュー画面で問題がないか確認します。確認する項目の例を次に示します。 

• 列名が表示されている 

• データが複数行表示されている 

• 文字化けしていない 

問題なければプレビュー画面の［閉じる］ボタンをクリックしてプレビュー画面を閉じます。 

4. 設定完了後、［OK］ボタンをクリックし設定画面を閉じます。 

 

2.3.3 Excel ファイルを出力する設定を追加する 

読み込んだ CSVファイルを Excelファイルに出力するよう次の手順で設定します。 

1. 部品一覧の［出力］－［Microsoft Excel writer］をキャンバスにドラッグ＆ドロップします。 

 

 

① クリック 

②ドラッグ＆ドロップ 
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2. キャンバス上の［CSV入力］ステップと［Microsoft Excel writer］ステップをつなげます（ホップを

設定）。 

次の手順で実施してください。 

a. ［CSV入力］ステップの上にマウスポインタを持って行くと次のような吹き出しが表示されま

す。 

 

b. をクリックし、マウスポインタを［Microsoft Excel writer］ステップまで移動させクリックし

ます。 

 

 

c. ［ステップのメインアウトプット］を選択し、接続（ホップ）を完了します。 

 

ホップは次の方法でも設定できます。 

• ［Shift］キーを押した状態で、［CSV入力］ステップをクリックしたまま、マウスポインタを

［Microsoft Excel writer］ステップまで移動させクリックを放します。 

• ホイールがついたマウスであれば、［CSV入力］ステップでスクロールをクリックしたまま

［Microsoft Excel writer］ステップまで移動させクリックを放します。 

 

① クリック 

② クリック 
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3. ［Microsoft Excel writer］ステップをダブルクリックし設定画面を開きます。 

 

 

設定画面には次の内容を設定します。 

# 設定項目 設定内容 備考 

1 ファイル名 （任意の場所を指定してください。拡張子（「.xls」

など）は不要です。） 

変換後の Excelファイルの格納場所をフルパ

スで指定します。ファイル名は CSVファイ

ル名と異なる名称も指定できます。 

［参照］ボタンをクリックするとファイルダ

イアログから選択できます。 

 

ダブルクリック 
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設定後の設定画面は次のとおりです。 

 

 

設定完了後、［OK］ボタンをクリックして設定画面を閉じます。 
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2.3.4 作成したデータ変換を保存する 

［ファイル］メニュー－［保存］を選択して、データ変換定義を保存します。新規に保存する場合はファイル

ダイアログが表示されますので、任意の場所に保存します。 

 

 

2.4 データ変換を実行する 

作成したデータ変換を実行する方法について説明します。 

1. キャンバスの左上にある （実行）ボタンをクリックします。 
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2. ［データ変換の実行］ダイアログが表示されますので、［実行］ボタンをクリックします。 

 

 

3. 実行すると右下に実行結果のペインが表示されます。 

 

 

正常に実行したステップの右上に緑色のチェックマークがつきます。 
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実行に失敗したステップは赤枠で囲まれ右上に赤色の停止マークがつきます。 

 

 

4. データ変換に成功すると、指定した場所に Excelファイルが出力されます。 

Excelファイルを開くと、読み込んだ CSVファイルの中身が出力されていることを確認できます。 

 

 

5. 確認できたら Excelファイルを閉じます。 
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3. 実行後のデータを加工する 

実行後のデータの確認とデータの加工の流れを説明します。 

3.1 実行結果のデータの中身を確認する 

PDIではステップごとに実行結果を確認できます。 

 

3.1.1 各ステップの実行結果を確認する 

実行すると右下に実行結果ペインが表示されます。［データをプレビュー］タブをクリックするとキャンバス

で選択しているステップの実行結果を確認できます。 
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3.1.2 データをグラフ化する 

PDI上でデータをグラフ化して視覚的にデータを把握できます。 

ここでは［Microsoft Excel writer］ステップで［POSTALCODE］列の欠損があるかどうかを確認します。 

1. ［Microsoft Excel writer］ステップをクリックし、右上の をクリックします。 

 

 

次のような画面が表示されます。 
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2. ［Table］のプルダウンメニューから横棒グラフを選択します。 

 

 

次のような画面が表示されます。 
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3. ［Layout］にフィールドを設定します。 

ここでは、横棒グラフの横軸に［ORDERNUMBER］列、縦軸に［POSTALCODE］列を設定しま

す。 

a. ［ORDERNUMBER］列の配置 

［Horizontal Axis］に［ORDERNUMBER］列をドラッグ＆ドロップします。 

 

b. ［POSTALCODE］列の配置 

［Vertical Axis］に［POSTALCODE］列をドラッグ＆ドロップします。 
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4. ［Not Available］があることを確認します。 

［Not Available］（欠損）が表示されている［POSTALCODE］列に、欠損があることを示します。 

（横棒の大きさは［ORDERNUMBER］の合計値を表しており、欠損の個数ではありません。） 

 

 

5. をクリックし、データ変換定義画面に戻ります。 
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3.2 不要なデータを除外する 

［フィルター］ステップで条件式を設定し、不要なデータを除外すれば、欠損を回避できます。 

1. 部品一覧の［フロー］－［フィルター］をキャンバスにドラッグ＆ドロップします。 

 

 

2. キャンバスに配置した［フィルター］ステップを、［CSV入力］ステップから［Microsoft Excel 

writer］へのホップの上にドラッグします。 

 

 

ホップの上にステップをドラッグすると次の図のようにホップが太くなる場所があります。そこで

［フィルター］ステップをドロップします。 

① クリック 

②ドラッグ＆ドロップ 
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次の図のようなメッセージが表示されますので、［はい］ボタンをクリックします。 

 

 

そうすると次の図のように、PDIが自動でホップを分割し、つなぎ直します。 

 

[注意] 

次の図のように［フィルター］ステップの左に が付いていない場合は、分割できていません。 

 

 

3. ［フィルター］ステップをダブルクリックし設定画面を開きます。 

設定画面にはステップ名のほか、次の内容を設定します。 

# 設定項目 設定内容 備考 

1 条件式が真（True）のときに実行する処理 Microsoft Excel writer  

2 フィルタ条件（左） POSTALCODE  

3 フィルタ条件（中） IS NOT NULL  

 

設定後の設定画面は次のとおりです。 
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[補足] 

設定画面を閉じると次の図のように［フィルター］ステップと［Microsoft Excel writer］のホップに が付

きます。 
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3.3 データ変換を再実行する 

次に示す手順で加工後のデータを変換し、問題ないことを確認します。 

1. 「2.4 データ変換を実行する」を参照し、データ変換を実行します。 

[補足] 

「2.4 データ変換を実行する」で作成した Excelファイルを開いたまま実行すると手順 2でエラーに

なります。Excelファイルを閉じてから実行してください。 

2. 「3.1.2 データをグラフ化する」を参照し、再度グラフ化します。 

3. ［Not Available］のデータがないことを確認します。 

 

 

［Not Available］のデータがない。 
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4. 付録 

4.1 Pentaho Server の起動・停止方法 

サーバ用コンポーネントでのスケジュール実行などに必要な Pentaho Serverについて、起動方法と停止方法

を説明します。 

4.1.1 起動 

Pentaho Serverの起動手順を次に示します。 

1. Windowsのスタートメニューの「すべて」－「Windowsツール」－「サービス」を選択し、「サー

ビス」を開きます。 

 

 

2. 次の順でサービスを開始します。 

1. Pentaho Solution Repository 

2. Apache Tomcat 9.0 pentahoserver 
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4.1.2 停止 

Pentaho Serverの停止手順を次に示します。 

1. Windowsの「サービス」を開きます。 

 

 

2. 次の順でサービスを停止します。 

1. Apache Tomcat 9.0 pentahoserver 

2. Pentaho Solution Repository 

 

 

 


